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（午前１０時００分）  

◇開議の宣告 

○議長（梅澤益美君） 皆さんおはようございます。 

ただいまの出席議員数は16人で、定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開 

きます。 

───────────────────────────────────────── 

◇日程の報告 

○議長（梅澤益美君） 本日の日程は、議案第１号平成18年度朝日町一般会計予算から議案 

第28号地方自治法第179条による専決処分の件 専決第１号 平成17年度朝日町一般会計 

補正予算（第５号）までの28議案に対する質疑であります。 

───────────────────────────────────────── 

◇質疑 

○議長（梅澤益美君） これより上程案件に対する質疑を行います。 

ご承知のことでありますが、質疑に当たっては、挙手をするとともに、発言ボタンを押し 

ていただきますようお願いいたします。 

なお、質疑は簡潔に、また予算書については、最初に該当するページを言ってから質疑を 

してください。 

また、質疑に対する答弁は適切にお願いいたします。 

順次発言を許します。 

大森憲平君。 

○６番（大森憲平君） それでは、お伺いいたします。 

まず、27ページの町税についてでございますが、個人滞納繰越分387万 1,000円は何人分で 

あるのか。また、この回収見込みはどのようになっているのかお伺いいたします。 

次に、55から56ページで、総務費の安全安心なまちづくり事業の防災会議委員とはどのよ 

うなメンバーで、何人ほどおられるのかお伺いいたします。 

それから、備蓄用……  

〔「一遍にやると、わからなくなってしまうのでは」の声あり〕 

○６番（大森憲平君） １つずつでいきますか。 

○議長（梅澤益美君） いいえ、いいです。 

○６番（大森憲平君） はい。 
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備蓄用資機材整備148万 4,000円ですけれども、昨日の説明によりますと、食料、毛布等の 

ようにお聞きしましたが、どのくらいの量をどのように保存されるのか、もう少し詳しく説 

明をお願いいたします。 

それと、自主防災組織資機材整備事業900万の詳しい内容を、わかれば説明お願いいたしま 

す。 

そして、もう１点、防犯設備、新規18カ所と伺っておりますが、その場所はどこなのか。 

あと、総務費の企画費のほうでお伺いいたします。 

59から60ページで、補助金で、住宅用太陽光発電システム設備費48万。昨年度は100万ぐ

らいあったと思いますが、何戸ぐらいの申請で、昨年の実績はどうなのか。また、ことしは48  

万ということで何戸ぐらいを予定しておられるのか。 

それと、最後に、水博物館推進事業125万の内容を、もしわかれば詳しくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（梅澤益美君） どうもご苦労さまでした。 

最初に、税務財政課長。 

○税務財政課長（竹内寿実君） ただいまの町税の滞納繰越分の件でございます。 

人数につきましては、ちょっと手元に資料がございませんので、また後ほどお答えしたい 

と思います。 

回収の見込みでございますが、非常に厳しい面もあるわけであります。現在も努力中でご 

ざいまして、昨年度に比しまして、今年度は、滞納繰越分は上回る見込みかと考えておりま 

す。 

以上であります。 

○議長（梅澤益美君） 続きまして、総務政策課長。 

○総務政策課長（吉田進君） １点目の防災会議でありますけれども、予算上計上しており 

ます防災会議の委員の数は14名をみておりますが、官公庁等の方々については、その報酬を 

払わないということで14名分をここに載せております。 

それと、備蓄のほうでございますけれども、備蓄につきましては、食料としまして、お米 

と水、これを1,000人分、それと毛布を200、シートを100備蓄する予定としております。 

それから、自主防災組織に対する支援でございますけれども、これは町内会が組織する自 

主防災組織に対しまして資機材の整備を行うための補助でありまして、予算では１組織30万 

円、30組織で900万円を考えております。 
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それと、防犯灯でありますけれども、これは18灯ということであります。これにつきまし 

ては、どこというよりも当初予算、毎年新規切りかえの予算枠として18灯を予算計上してい 

るということであります。 

以上であります。 

○議長（梅澤益美君） 続きまして、水博まで、まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長（永口明弘君） まず、住宅用太陽光発電システム設置補助でございま 

すけれども、これにつきましては、ＮＥＦ・新エネルギー財団の補助によってできておるも 

のでございまして、その補助の単価が２万円に減額になってきたということで、大きく補助 

の費用が下がったものであります。 

18年度につきましては、６戸程度を見込んでおります。 

それから、水博につきましては、当初黒部市と入善町で黒部川の扇状地の水にかかわる調 

査・研究、それから水に関するイベント、そういったものを実施してこられました。フィー 

ルドミュージアムという構想のもとに進められておりまして、その後宇奈月町が加入されま 

して、現在は黒部市、入善町、宇奈月町の１市２町のほうで実施されております。 

これを18年度から朝日町、それから魚津市に拡大して、広域圏内全域で水博について取り 

組もうということで、具体的な取り組みの内容につきましては、現在水博推進会議のほうで 

幹事会を設けて検討しておられまして、７月の総会で明らかになるものと思いますが、これ 

までの活動の内容を、基本的には朝日町、魚津市まで広げるというような流れの中で検討が 

進められているものと思っております。 

以上であります。 

○議長（梅澤益美君） よろしいですか。 

大森憲平君。 

○６番（大森憲平君） 町税のほうだけれども、努力しておられるとお答えされたのですけれ 

ども、これは納税されておる人にしてみればまことに不愉快な件でございますので、鋭意回 

収されますようにお願いいたします。 

それから、安全・安心なまちづくりの件でございますが、防災のほうで、米と水1,000人分 

と今お答えされましたが、米ですと、これは１年で更新されていかれるのか。水ももちろん 

長期保存できないと思いますし、その都度ポリのタンクか何かに入れてもっておられると思 

いますが、そういう面はどのようなメンテナンスをされておるのか。 

それと、もう１つ、自主防災組織の資機材の件でございますが、そのほうに30万ずつ30カ 



 - 28 - 

所。ということは30カ所、今、防災組織が朝日町に組織されているということですね。それ 

をちょっと詳しくお願いいたします。 

それと、住宅用太陽光発電システムの件でございますが、18年度は６戸と言われましたが、 

私は先ほど17年度はどれぐらいの実績があったのかもお伺いしたのですけれども、そのお答 

えがなかったので、どうなのか。その点、ちょっと詳しくお願いいたします。 

○議長（梅澤益美君） 備蓄について、総務政策課長。 

○総務政策課長（吉田進君） 防災の備蓄品でございますけれども、米と水につきましては、 

米はアルファ米ということで、水はミネラルウオーター、これはペットボトルに入ったもの、 

それぞれ５年間の保存期間がございます。 

それと、防災組織でございますけれども、ちょっと先ほどの説明で抜けておりました。 

これから立ち上げていただくと。各町内会を単位として、自主防災組織を立ち上げていた 

だきまして、それに対する補助であります。 

それで、どういったものかといいますと、初期消火とか救助救護、避難用という、そうい 

った初期の活動にかかる資機材の整備に対して補助をするというものであります。 

以上であります。 

○議長（梅澤益美君） 次に、太陽光発電について、まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長（永口明弘君） 17 年度も６戸ほどしております。補助的には、当初９  

万円の補助だったものが、昨年４万5,000円に、そして18年度については２万円に減額になっ 

てきておりまして、これで、18年度で打ち切りになる事業でございます。 

○議長（梅澤益美君） よろしいですか。 

大森憲平君。 

○６番（大森憲平君） それでは、最後に総務費の企画費のほうですけれども、61ページ、管 

理用備品、17年度は667万 6,000円あったのが、今度一気に78万円に下がった理由をちょっ

とお願いいたします。 

○議長（梅澤益美君） まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長（永口明弘君） 当初管理用備品ということで、17年８月にいわゆる新 

たなシステムを導入することを想定しまして、昨年度はパソコン、プリンタ等の購入をして 

おりましたけれども、それがすべて終わりましたので、その分備品購入費用が減額になった 

というふうにご理解いただければと思っています。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 
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○６番（大森憲平君） はい。ありがとうございました。 

○議長（梅澤益美君） 脇山勝昭君。 

○５番（脇山勝昭君） では、131ページの中段にあります説明欄の中の小型動力ポンプ付積載 

車、600万 1,000円ついておりますが、このポンプ車の詳細な機能とか、後これはどこに配車 

される予定なのかというのをお聞かせください。 

その次は、146ページです。説明欄の上から２段目、シニア知的生活教室、その次シニア元 

気自慢教室。この対象年齢と内容、場所はどこでやるのかお聞かせください。 

○議長（梅澤益美君） 消防本部総務課長。 

○消防本部総務課長（善万敏雄君） 小型動力ポンプ付積載車につきましては、４輪駆動の普 

通車に小型動力ポンプを載せたポンプ車であります。乗車定員は６名であります。それから、 

排気量関係につきましては、おおむね2,500程度を見込んでおります。 

どこに配備ということなのですけれども、消防団の一番古い車両のところに配備を考えて 

いるところであります。 

以上です。 

○議長（梅澤益美君） 次に、教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（稲荷優君） シニア知的生活教室、それからシニア元気自慢教室で 

ございますが、65歳以上の高齢者を対象としております。 

場所ですけれども、各地区で行っていただきたいというふうに思っております。 

内容につきましては、シニア元気のところはビーチボールとか健康につながるような事業 

をしていただくと。後、知的生活教室につきましては、各教養教室的なものを開催していた 

だければというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

ないですか。 

河内正美君。 

○９番（河内正美君） 教育費の文化財保護費、ページが148から149にわたっているのですが、 

これは川上邸のところだと思うのですが、昨年から設計書ができておるはずなのです。この 

提案に平面図ぐらい出して説明をお願いしたいと思うのですが、どういうものですか。 

○議長（梅澤益美君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（稲荷優君） 埋文の収蔵庫につきましては、現在内容的なものを検 
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討中でございますので、どういうようなものをつくるかの設計については、まだ委託はして 

おりませんので、これから発注をするところでございます。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

河内正美君。 

○９番（河内正美君） よく調べなかったけれども、17年度で何か設計の予算をみてあったの 

ではないですか。 

○議長（梅澤益美君） 教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（稲荷優君） 設計委託につきましては、17年度の予算でみておりま 

す。それについては、今お答えしたとおり、まだ発注はしておりません。これから発注をす 

る予定でございます。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

○９番（河内正美君） はい。 

○議長（梅澤益美君） 蓬澤博君。 

○４番（蓬澤博君） 予算書167ページなのですが、地方債の現在高に関する見込みというと 

ころでありますが、２年ほど前にも同じ質問をしておるのですが、きのういただいた第４次 

総合計画、これは数字だけの棒グラフになっておりまして、具体的に公債比率、ここ二、三 

年の推移とガイドラインがありますよね。そのあたりどういうふうになっておるか。ついで 

に、起債制限比率についてもお願いします。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

税務財政課長。 

○税務財政課長（竹内寿実君） 公債費比率につきましては、平成16年度で21.2でございます。 

公債費負担比率につきましては、16年度で16.9となっております。15年度は、特にらくち～  

の、あさひ野小学校文教ゾーンあたりの償還が重なりまして数値が高くなっておりまして、 

17年で文教ゾーンの償還が終わりますので、安定した状況に入ってきているかと思います。 

以上であります。 

○議長（梅澤益美君） 蓬澤博君。 

○４番（蓬澤博君） 17 年度はまだ決算が済んでいませんからということでしょうが、おお 

よそどんな感じでありますか。 

○議長（梅澤益美君） 税務財政課長。 

○税務財政課長（竹内寿実君） 17年度ではまだ、決算統計が出てからの数値でありますが、 
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見込みで見ますと、公債費比率は19％程度、公債費負担比率につきましては、17か 16.9ぐら 

いかと思っております。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

蓬澤博君。 

○４番（蓬澤博君） 公債比率がガイドライン15％ぐらい、制限比率が14％ぐらいというふ 

うになっておりますが、かなり高めの数字であります。それで、これでいきますとやはり18  

年度にかなりの項目で償還がなされて、減っていくわけでありますが、比率が２年前とほと 

んど変わっていないということは、財政的にかなり厳しいところにあろうかと思うのです。 

このあたり、町長さん、どのようにお考えになっておられるか。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

町長。 

○町長（魚津龍一君） 私は、数字はあまり強くございませんが、大丈夫だというふうに思っ 

ております。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

蓬澤博君。 

○４番（蓬澤博君） 財政が厳しいときにも投資的支出は必要であるというのは認識してお 

ります。ただ、新聞等の見出しでいきますと、11.8％増とかなり増額しておるわけで、予算 

総額が対前年比膨らんでおるわけでありまして、残額が減りつつもかなり厳しい状況にある 

というところを踏まえて、今後のいろんな施策に当たっていきたいなと。そういう喚起だけ 

をしておきたいと思います。 

○議長（梅澤益美君） ほかに質疑ありませんか。 

吉江守熙君。 

○１３番（吉江守熙君） １件、ちょっとわからないから質問するのですけれども、87ページ 

の老人保健医療事業特別会計繰出金ですけれども、１億8,279万 6,000円。これが老人保健拠 

出金のほうですか、184ページかな、それから183ページ……。この金はどこへいっておるの 

か、全くわからないのです。教えてください。 

○議長（梅澤益美君） 町民ふくし課長。 

○町民ふくし課長（林和夫君） ただいま調べますので、しばらくお時間をいただきたいと 

思います。 

〔「議長」の声あり〕 
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○議長（梅澤益美君） 町民ふくし課長。 

○町民ふくし課長（林和夫君） それでは、87ページの老人保健医療事業特別会計繰出金の 

１億8,279万 6,000円でございますが、これは老人保健医療事業特別会計におきまして―193  

ページをご残照いただきたいと思います。193ページの目１、繰入金のほうで、今年度事業の 

ほうで１億8,279万 6,000円を説明欄に書いてございますとおり、町の一般会計からの繰入金 

ということで受け入れております。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

○１３番（吉江守熙君） はい、わかりました。 

○議長（梅澤益美君） 水島一友君。 

○８番（水島一友君） ２点だけお願いをいたします。 

まず１点目は、60ページの企画費。説明欄を見ていただきたいのですが、平成17年度はエ 

コぽ～との管理部門の中で、２町の分が247万 3,000円あったのですが、18年度では上がって 

いない理由。 

それと、もう１点お願いします。 

62ページの交通安全対策費。交通安全アドバイザーが平成17年度は40名で40万、今回20万 

8,000円になった理由。 

２点、お願いします。 

○議長（梅澤益美君） まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長（永口明弘君） 広域行政費の中で２町の分が計上されていないといい 

ますのは、東部清掃センターの解体にかかわる、いわゆる解体の調査、設計を昨年度実施し 

ておりまして、その分が完成しておりまして、今度は事業費として上がっておりますので、 

その分がなくなっておるというものであります。 

○議長（梅澤益美君） 次に、交通安全アドバイザーについて、総務政策課長。 

○総務政策課長（吉田進君） 交通安全アドバイザーでありますけれども、昨年は40人、本 

年は26名でございます。これは富山県交通安全アドバイザーの市町村別人員が改正されまし 

て、市町村に交通安全のアドバイザーというのは、県から割り当てといいますか、人数が決 

まっておりまして、朝日町の場合は、昨年は40人、本年18年度実施するものから26名という 

ふうにかわっておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

○８番（水島一友君） はい。 
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○議長（梅澤益美君） 松下宏一君。 

○１６番（松下宏一君） 18 年度予算書83ページ、第３款民生費、第２項児童福祉費の新規事 

業、子育て支援事業、すこやか誕生券事業でありますが、大変すばらしい計画だというふう 

に思います。ここで、提案理由説明書の中にもありますが、すべての出生児に10万円の誕生 

券を贈るという建前であります。そこで、すこやか誕生券事業費に800万円が計上されており 

ます。17年度、出生数は出ておりませんが、16年度、15年度を見ますと、数字が合いません。 

17年度までの推移から見ての予算書だろうと思いますが、その根拠をお示し願いたいという 

ふうに思います。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

町民ふくし課長。 

○町民ふくし課長（林和夫君） すこやか誕生券事業でございますが、これにつきましては、 

出生奨励金制度ということで、第３子以降のお子さんが生まれた場合においてこれまで出生 

奨励金としてお出しをしておったところでございますが、このほど少子化対策の一環といた 

しまして、すこやか誕生券事業ということで、新たに実施をするものでございます。 

先ほどもおっしゃいましたように、このすこやか誕生券につきましては、何番目に生まれ 

たということは関係なくいたしまして、今後、誕生された方々についてすべて10万円相当の 

誕生券をお渡しするという制度でございます。 

なお、ご質問のありました800万という数字の根拠でございますが、予算計上におきまして 

は、80人分を想定いたしておるわけでございます。 

平成16年度並びに平成17年度の誕生数値等との乖離ということのご質問でございますが、 

当町におきましては、各種の子育て支援事業策等を展開いたしておりまして、80名を見込ん 

だものでございます。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

松下宏一君。 

○１６番（松下宏一君） すみません。できれば16年度、15年度、88、87という数字が残って 

おるはずであります。17年度、きょうという―限らずですが、近々の数値を教えていただ 

きたいというふうに思います。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

町民ふくし課長。 

○町民ふくし課長（林和夫君） ただいまの17年度の数字につきまして、手元に資料がござ 
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いませんが、おおむね60人台であったかと思っております。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

松下宏一君。 

○１６番（松下宏一君） ありがとうございます。 

17年度、４月１日までですか、あるわけでありますが、今、60人台の出生数というような 

課長さんからの答弁でありました。 

そこで、議案第14号、これは笹川、小川両保育所が休所から廃所になるという議案であり 

ます。実は、正式かどうかわかりませんが、17年度でといいましょうか、18年度が、泊東部 

保育所が休所になるというふうな流れになっているというふうに聞いております。児童数の 

減少から来るのだろうと思いますが、この東部保育所が休所になるというのはいたし方ない 

という点も多々わかるわけですが、当局として説明責任というのか義務といいましょうか、 

町民に対してやっぱりあるのではないかなというようなことも思いますが、その点、これは 

事後でありますので、事前にそういうような流れとかは、これは質疑の範囲でしか聞きませ 

んので、あるかないのか、当事者だけでいいのか、それとも今東部という箇所づけをいたし 

ましたが、こういう保育所というのは学校と一緒で大事な問題だろうというふうに思います 

ので、そこら辺の担当課長さんの思いといいましょうか……  

○議長（梅澤益美君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

町長。 

○町長（魚津龍一君） 私は、すこやか誕生券の事業という80人、私の頭では２クラス、小学 

校の学級数は２クラス、これを望みとして計上させていただきました。 

それから、小川保育所、それから笹川保育所につきましては、「園児が10人未満の保育所 

については」ということで、議会でも返す返す話をしておるわけでありまして、このたび泊 

東部保育所が６名であります。６名の親と話をさせていただきました。その結果、すべてひ 

まわり幼児園に通園させたいということでありますので、そういう意味では「議会に」とい 

うお話かもしれませんが、町の方針としては、「10人以下の保育所については」というふう 

にご理解をいただきたいと思います。今ほど申し上げましたように、泊東部保育所の６名の 

親とご相談を申し上げて、保育所の通園について対処しておるところであります。 

この後、各保育所につきましては、厳しい状況に相なろうかと思っております。私も申し 

上げたと思いますが、ひまわり幼児園を除いて一番新しい保育所は、小川保育所であります。 

大家庄保育所であります。あとは古いのであります。そういうことを考えますと、総合計画 
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の中でもうたってあると思いますが、保育所の問題については、保育所と学校、小学校と中 

学校、中学校と高校というものを念頭に置いて総合計画の実施計画をつくらなくてはならな 

いのではないかなというふうに理解をしております。 

この80人というのは私の思い、１クラス40人でございますから、２クラスいてほしいとい 

う願望であります。 

○議長（梅澤益美君） ただいまの答弁でよろしいですか。 

ほかに質疑ございませんか。 

〔「質疑なし」の声あり〕 

○議長（梅澤益美君） ないようなので、これをもって質疑を終結いたします。 

───────────────────────────────────────── 

◇次会の日程 

○議長（梅澤益美君） 以上をもって本日の日程はすべて終了いたしました。 

次に、次会の日程を申し上げます。 

明９日及び10日、13日は議案調査日、14日は本会議を再開し、町政一般に対する代表質問 

を、15日は一般質問を行います。 

なお、明９日午後２時から議会運営委員会を開催いたします。 

町政一般に対する質問事項の提出締め切りは明日正午となっておりますので、質問される 

方は所定の用紙に質問の件名、質問の要旨、要旨の説明を明確にご記入の上、期限までに提 

出願います。 

───────────────────────────────────────── 

◇散会の宣告 

○議長（梅澤益美君） 本日はこれをもって散会いたします。 

どうもご苦労さまでした。 

（午前１０時３５分）  


